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　台湾島内における石炭生産量轍，終戦後、ヒ昇の一一途癒

たど甑欝劔年／こは年間導，○欝，郷獣紅遠し，　薦本統輪

時代の最蕎年間出炭量（慧，3潰，＄詑t）の黛借近くの出炭

をみるようになつた．しかし、鶴内1瓢おける産薫建彙，と

くに火力発電拡充計灘などに基づく石炭需要量は，この

宝産量を上纒わり欝難年には約6磐万重の供給不蔑になる

ものと予想され，その打開策として未開発炭1三1鷲）調査開

発が大きく取り上げられている．これは海底炭闘，台北

盆地下および深部炭層の調査開発を3本の柱とす難もの

で爵）るが．海底炭獲範調査開発については騨本の技術協

力が要講されている．

　この調査は，　ヂ北東アジア地域技術協力1汁繭」1こ基づ

いて欝6§年3月末1ウ堀讐カ月紅わたつて案施された。

調査員は，われわれ…行暮名のほか瓢，現地側漁燕経

済部鉱業研究服務組，海軍海道測量馬，中圏石油公司な

どの技術黛囎○数名が調査に参加協ガした。

調査範囲は，基隆港をほぼ中心紅，東は肇、畷／角より礪

は富貴角紅いたる約輪捻灘間の陸鱗雛ら一よそ駄凱

沸合象での海域で，調査総瀬穫ま鷺駄館轍達した．

　調査経過；海上における調査は，音波探査と磁気探査

とを併用し，鶴一測線上で同時測定を行なつた，

　測線は，ほぼ網1灘状1こ設けられたが，沿海陸域の地質

構造を考慮して，海岸線に平行する測線をやや密（⑳O

～導oO灘醐輸　に選び，その総延長は総31蝋に達し

た．

　船の位隆決定の測量作業轍六分儀測量によ1），暮～§

分間隔で行なわれ決定覧、た船泣鐙は直ち紅図上（縮尺1

万分の葱）に印された．測角1こ必要な陸上ぜ職標は，！

璽轍間隔に設定レた専用の標式を用いた．

海上作業は，脅波探査，磁気探査お，柔び測量曹喋篭：、奪

めすべて徳隆28号（紛も木遣㌻1焼玉濫ソジソ縫勤　の

準板上で行なわれた。

　搬」二作業期間は，誌月上旬から7月上鏑ンまで約3ヵ月

　欄例無究発識傘講灘要碧

　昭溝蹴年好弩簾ヨ塞灘篭おいて醐催9

であつたが，こむ、）闘茨候不良轍郭え壽週間縫ど現地側の

要望により，台湾1響部の海底む鵬の調査に時闘燃謝いた

ためこ¢）海底炭鑓鈴，獲勤1ヨ数は3翰と癒1）岩ヨ当た1）の

平均測線長は鎗、暮k拠であぜたのなお，観撚畔書の船速

度は4ノツト内外を保／ように蹴廠された．

　調蕊結繰の概要

　音波探査では，次麺溝すような海底下欝む猟以内の地

下構造ガ明・か靴された．

　i）各地層の走向，楓斜、

　窯）　錦ヵ所におけ艦・断層織造，3；廓折におけそ三〉背斜構

　遷，誌婿雛慧、孝ける陶斜構途、

　S）含炭覇菊三紀騰を覆う海底新期堆積物麟の分布状

　熊．

　4）　火街岩の分墳範囲。

磁気探査では，火山岩類¢）分布を明らか紅すると群／時

に，地質溝造とくに断麟と低磁力域とび間コ編係σ溝い

ことが判明したの

海底地形1この海域の水深獄，繊とんど鈴伽／以浅で

　る，，水深憩熱以浅では岩石の蓬別優食が海鷹地形紅

よく爵）らわ熱ているが，これ1鋤紅新期堆積物の屠厚に

支配されていることが轡波探査の結果、ンら判萌した。

　海底地質：沿海陸上地質，驚底淡鉱坑内地質および海

上音波，磁気探鷹結果を総禽レ，工万男　通海底地至、図

髪／乍成レたが，これ瓢より海底紅謙テる爽炭謄の分布な

らびに重也質構造渉明ξ購，㌧なり，各海底炭鉱における地

　　　　．ほぽ解決することができた．

　なお，海域／／δけ櫛炭層の発達状況絃，陸域紅慮ざける

各爽炭層の層厚変化，炭欝の発達状況，古流系および重

力異常分布などか1継して鑓化の傾向紅あるものと推定

審れ，今後予定されている海上ボー一リング乾期待すると

ころが大きい．（讐北海櫨支所幽物理探査部魯蕪技術部）
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　わたしたちのやつている地質蓼あるい嫁地ダよ，1畿拳冬

酌靴むろん人間生活のた鍵）にこ階役立たなければならな

いというと～二は、、難懇信じて疑わない、、、具体的紅いゆてそ

の…っの例は，地下資源をみつけて，賢明な方法でそれ

を鉱石として掘りだU，さら！譲聡か多・わたじたち礎身

の廻が）に必要な物資を工業の手をわずらわしてつくり
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　こうしたい、華）る応燭堆．騰1一・が…歩遜墾ノ（～、至木地鰍と

か災害地質と欺つてく恐と，菱撚1の対象とわたしたちの
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轟禽索こ1’煮＝iゴ叡二1二二奎舞、という・、，）いたてがあゼ）1こ』・せ，親，たと．愛耽

ばダムやi・ンネル◎地毒麟査で，もし地質やがその半懸断

をあやまれ1・　あ護）いはその崩壊を招／、・て人命が危険紅

さらさ転賦一撫があ掛鷲養、、それに限られた人1．“対象紅

なるが，　しかしいず才㌔1こしても，鎌馨三に塔霧鷺の．」禽瓢1、雲二
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　災隣地養餅対象である地芝　火1 L曝発，地すべり，洪

雄梅巌くずだ鳥薫趨盤鰻究下隷どとな恐と亥41ンつとずつとわ

たしたちの身遅津帆駄対象とな甑1醐羅、こ人命が危険にさ

らされるという切実さが増してくる，とく紅従来1、L鵬1蒲≦

融地すべりが問題であ隣二が・最近では碁ll欝の開発に伴

“て大都群の近く紅まで1勲くずれというかノご多　，地質
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いパーセントが都鍛人募1と欺るという傾向は菰薄／｝’からさ

けられ．ないも¢）、」慰、われ愚。たとえぱ現在わが麟の．人
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　地下数鎗mσ騰敏を基準にして，薩径窯今～懸mの所

ユーブを1餅線状に設け，その中央に！ノ論ア・一カーもしく

はエヤーカー式の高速列車をはしらせ，上、懸空閥紅は難
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宅，教1彗研騰施設，！／タリ蕩一シ灘ン地帯などを灘す
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発が鯵ゐ，こ進められ撫ような臨党徽つく鰍だすため，考
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